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1. はじめに 
 私の職場である大阪市立大学での後半の１２
年間、大学院の５年間（非常勤講師を含む）、相
愛大学教員の６年間の２３年間すべてに北先生
のご指導がなければ現在の私はないと言っても
過言でない。 
 北先生に最初にお目にかかったのは確か平成
２年頃で、日本図書館研究会の整理技術研究グ
ループ（現：情報組織化研究グループ）研究会
の例会であった。当時、私は、大阪市立大学で
図書館新築＝学術情報総合センター建築計画
（以下「新営」という。）と新営に伴う図書館ト
ータルシステム構築の２つの現場責任者であっ
た。私は、その２つの事業を北先生のアドバイ
スを受け、職員全員の協力を得て、なんとか最
後までやり遂げた結果、平成８年１０月、日本
で最大級の学術情報総合センターの開設を実現
することができた。この時から現在に至るまで
ずっと北先生のご指導を仰いでいる。 
 学術情報総合センター開設の翌年の４月、私
は、本館から医学分館の課長代理として異動と
なった。医学分館ではホームページの開設、イ
ンターネットによる情報検索、医学部のカリキ
ュラムに組み込まれた就業実習＝医学文献検索
実習、利用者教育、インターネット上からの電
子ジャーナルリストの公開など、当時の先進的
な医学分野のサービスについて取り組んだ。そ
して、困難に直面した時は、いつも北先生に相
談し、様々なサービスを実施することができた。 
 私が停年退職した平成１５年４月、大阪市立大
学創造都市研究科が開設され、その一期生となっ
た。文字通り北先生を師と仰ぎ、５年間の充実し
た学生生活を送ることができた。平成１９年４月
から思いもよらず、相愛大学の教員として６４歳
で就職することができた。これも、北先生のご指
導の賜である。相愛大学での司書課程の立ち上げ、
翌年の司書教諭課程の立ち上げを含めた６年間
の教員生活を無事全うできたのも先生のお陰で
ある。先生に感謝の念を表しつつ、先生との想い
出を振り返ってみる。 
 
2.学術情報総合センター新営時代 
 平成元年４月、当時の図書館の貸出返却シス
テム開発の責任者として、オフコンによる図書
館貸出システム立ち上げた。大阪市事務部門で
は、初めての機械化であった。それに先立ち、
２０万冊の管理データ（タイトル、著者、請求
記号、登録番号など）の構築が必要だった。わ
ずか１カ月の全館作業で、図書館の蔵書１８０
万冊すべてに図書 ID ラベルを貼付し、８年間
で管理データ入力を遡及入力する事業が始まっ
た。事業の途中から、書誌データの遡及入力も
加わった。 
 先に述べた図書館の新営は、平成３年度に予
算規模３００億円で、附属図書館、計算センタ
ー及び一般情報処理教育部門の３つの組織を有
機的結合した学術情報総合センター組織の実現
を目指した。最初に「学術情報総合センター基
本計画」を策定して学内外への事業計画の浸透
を図った。事業計画は、当時、他大学に類をみ
ない規模のもので、まさに２１世紀に向けての
学術・文化の創造と推進を担う大阪市立大学の
中核施設となることを期待されたものであった。  
 私は、図書館新営担当の主査となり、当時の
石原武政附属図書館長のもと、新営計画全般の
実施を担当した。新しく生まれるセンターは、
地上１０階、地下４階建て、各階をゾーンに分
け、 １０階：研究・交流ゾーン、９階：情報
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処理センターゾーン（研究・教育情報処理シス
テム含む）、８階：特殊資料ゾーン、７階：研究
図書ゾーン、６階：事務管理ゾーン、５階：マ
ルチメディアゾーン、３階～４階：図書閲覧ゾ
ーン、２階：レファレンスゾーン、１階：文化
交流ゾーン、地下１階：雑誌センターゾーン、
地下２階～３階：デポジットゾーン、地下４階：
機械・電気ゾーンとした。 
 平成３年度、大阪市立大学学術情報総合セン
ター基本計画策定、平成４年度、基本設計、実
施設計、平成５～７年度：工事（工期３０カ月）、
平成７年度：竣工の計画が決定された。ところ
が、様々な事情で計画が遅れ、実際にオープン
できたのは、半年遅れの平成８年１０月であっ
た。直前の夏の２カ月は、図書館を閉館して 
１８０万冊の蔵書の移動や事務室の引っ越しが
あり大変な苦労をした。更に、元々従来にない
大規模な計画であったがその事業計画がどんど
ん拡大して行ったので、全学の合意形成のため
に毎日のように会議が繰り返されて行った。   
 大きな問題の一つが学術情報総合センターに
教員組織を設置することであった。国の学情セ
ンターを参考にして４つの教員組織（ネットワ
ーク部門、データベース部門、図書館部門、情
報処理教育部門）が設置され、開設１年前の平
成７年にそれぞれの部門に教員が配置されるこ
とが決定され、北先生は、図書館部門の教員と
して着任された。 
 
3. 図書館トータルシステム構築時代 
 貸出返却システム立ち上げ後、すぐに図書館
トータルシステムの構築の責任者となった私は、
２段階の開発を計画し、着手した。 
 図書館トータルシステムの第１段階として、
目録システムをオフコンで開発し、国の学術情
報センター（NII）と接続し、図書館の全蔵書
の遡及入力（カード目録からデータベースへの
登録）を行う計画を立てた。 
 書誌ユーティリティである学術情報センター
に接続して、目録を作成するための自動登録シ
ステムNACPCを開発された北先生は、国の学
情センターとも深い関係があった。 
 １８０万冊の蔵書を遡及入力するのは全国で
初めてのケースであり不安も大きかった。そこ
で、北先生を通じて、国の学情センターと交渉
して、委託による遡及入力が認められたことが
計画実施の大きな推進力となった。  
業務委託による遡及入力は、入力データの品
質が国の学情センターから高く評価された。平
成元年から平成１８年まで、毎年１０万冊の入
力を行った。これら一連の事業がほぼ予定通り
完了できたのは、カード目録からデータベース
へ登録する遡及入力方法を採用した結果であり、
北先生のアドバイス等の影響が大きい。 
 新規受入図書についてオフコンによる目録デ
ータベース構築も経て、第２段階の汎用機によ
るトータルシステムの開発を進めた。この時に
も北先生から様々なアイデアや助言をいただい
た。 
 
４．相愛大学時代から現在 
 院生時代、複数の司書課程の非常勤講師を北
先生に紹介していただいた。そんな折り、平成
１８年秋に相愛大学が司書課程を開設するにあ
たって教員募集をしているということを中華料
理店での飲み会の席で１年後輩の塩見橘子さん
に教えてもらった。採用条件が年金をもらって
いること、図書館に就職経験があること、修士
課程以上ということで、この条件を聞いた瞬間、
私は同席の北先生に「この募集は私のためにあ
るような募集です。推薦状をお願いします。」と
仲間の前で大きな声でお願いした。唐突な要求
にも関わらず、先生は快く推薦状を書いてくだ
さった。そして無事、相愛大学に採用された。 
平成１８年１１月中旬のことであった。平成 
１９年４月からの相愛大学司書課程の開設に先
立ち、文部科学省への申請の書類作成、非常勤
教員の斡旋、シラバスの作成等を行うことにな
った。直ちに北先生に相談したところ、的確な
アドバイスをいただき、短期間ですべての仕事
が完了できた。初めてのことばかりであったが、
司書課程の申請も無事、文部科学省の審査を通
ることができた。一年後には、司書教諭課程も
開設することになり、またしても一人で、授業
計画、学生指導、就職斡旋などすべてを行わな
ければならない。そこで、先生に客員教授を依
頼し、非常勤講師から客員教授として北先生を
お迎えし、今日に至っている。 
 私は、今年、相愛大学で第二の停年を迎え、
退職するに際して、大阪市立大学をご退職され
る北先生が私の後任となっていただくことにな
った。弟子が恩師に後事を託すというのは、変
な話ではあるが、この喜びには代えられない。 
 先生のご退職をお喜び申し上げますとともに、
ますますご活躍されますことを心よりお祈り致
しております。先生、長い間、本当にありがと
うございました。 
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